
Ⅰ テーマ

ＮＰＯ法⼈東京シューレは、⽂部科学省より平成２６年度「いじめ対策等⽣徒指導推進事業」に関して実践研究を委託されました。ここで、そ

の研究の内容と成果を発表いたします。

■平成２６年度「いじめ対策⽣徒指導推進事業」報告

「クローズド型ＳＮＳ及びマイクロブログ型ＳＮＳをベースとした不登校児童⽣徒等の交流‧⾃⽴⽀援」 

 

 現在、いろいろなＳＮＳが⼿軽な交流ツールとして活⽤されています。しかし⼀⽅で不特定多数の⼈が使⽤しているために参⼊しにくさも持っ

ています。そこで私たちは、私たちが直接運営に関与でき、同じ⽴場の所在のわかるメンバーのみに公開される「クローズド型ＳＮＳ」を⽤意し

ました。実際のＳＮＳは「MixiTM(ミクシィ）」型のパソコンを主に使⽤するタイプのものです。 

 さらに、近年ではスマートフォンの普及に伴い、クローズド型でスマートフォン対応のマイクロブログ型ＳＮＳも開設することとしました。

「TwitterTM（ツイッター）」型のＳＮＳです。

Ⅱ 対象

 在宅不登校または不登校を経験して在宅⽣活を送っている⼈で、当事業のＳＮＳに登録‧利⽤できる⼈。ＮＰＯ法⼈東京シューレの「ホーム

シューレ」の各種サポートを利⽤できる⼈。



Ⅳ 調査結果

【第１段階】気軽な交流ツールとしてＳＮＳに登録し、活⽤する。 

 

【第２段階】ＳＮＳ登録者のうち、希望者は以下の交流⽀援‧⾃⽴⽀援を利⽤する。 

 

当事者向けの交流誌（⽉刊）の発送 

オフ会 

地⽅で開催される交流会（サロン） 

年１回開催される交流合宿 

学習会（美術コース‧イラストコース） 

仕事体験（ホームシューレのインターン活動） 

教育提携している通信制⾼校への⼊学 

進路サポート 

【第３段階】登録者がどのような活⽤や進路選択をしたかを調査する。

Ⅲ 事業の内容

【第１段階】平成２６年度に私たちのＳＮＳに登録した⼈は６７⼈でした。 

 

【第２段階】各サポートの利⽤者は 

 

当事者向けの交流誌（⽉刊）への投稿‧‧‧３１⼈ 

オフ会への参加‧‧‧４⼈ 

地⽅で開催される交流会（サロン）への参加‧‧‧１７⼈ 

年１回開催される交流合宿への参加‧‧‧２９⼈ 

学習会（美術コース‧イラストコース）への参加‧‧‧５⼈ 

仕事体験（ホームシューレのインターン活動）への参加‧‧‧１４⼈ 

教育提携している通信制⾼校への⼊学‧‧‧８⼈ 

進路サポートの利⽤‧‧‧２１⼈ 

【第３段階】 

 

平成２６年３⽉の時点で、ＳＮＳ登録者６７⼈の進路内訳は以下のとおり。 

⼩中学⽣‧‧‧１５⼈ 

中学卒業以上で在宅‧‧‧９⼈ 

就学‧‧‧２６⼈（⾼校または⾼認１７⼈、専⾨学校３⼈、⼤学６⼈） 

就労‧‧‧１７⼈（インターン５⼈、フリーター９⼈、正社員３⼈）



Ⅵ まとめ

本事業参加者のうち、中学卒業以上の⼈の進路決定率は８２．７％だった。 

本事業参加者は、⾮参加者に⽐べて進路決定率が⾼かった。 

本事業参加者のうち、就学就労した⼈の第２段階のサポート機会の利⽤度が⾼かった。

Ⅴ 実践研究から⾒えてきたもの

 現代の在宅不登校の⼦ども若者にとって、ＳＮＳの利⽤は⼿軽で親しみやすい傾向がある。特に少数利⽤者のクローズド型で管理者が登録者を

把握しているＳＮＳは参⼊障壁が低くなると考えられる。そのようなＳＮＳの利⽤者は、ＳＮＳを通じて提供される各種の交流⽀援サポートや⾃

⽴⽀援サポートが利⽤しやすくなる傾向にあると考えられる。さらに、そのようなサポートを利⽤することで⼈間関係や⾃信や⾒通しが形成され

やすくなり、進学就労などの進路を得やすくすることや、在宅⽣活の充実に寄与するようになりやすいと考えられる。


